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表現力 園 創造 力 を高める音楽の授業づくり
「 ワ ール ド ミ ュー ジ ッ ク J を題材 と し て 一
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世界各国には， 生活に根 ざ した様々 な 「 ワ ーノレ ド ミ ュージ ッ ク 」 がある。 それ ら の音楽
を授業で用いる こ と に よ り ， 生徒が よ り 意欲的に取 り 組み， 表現力 ・ 創造力 を高める授業
づ く り ができ る のではなし 1かと 考えた。 生徒が生涯にわた っ て音楽 と親 しんで、い く ために
「 ワ �!レ ド ミ ュージッ ク 」 を耕寸 と する 音楽の授業を勤務校や実習協力校で実践 した。 その
結果， 生徒は意欲的に授業に臨み， 表現力 ・ 創造力 を発揮する こ と ができ た。
[キー ワ ー ド] ワ ーノレ ド ミ ュ ージ ッ ク ， 個性的な表現， 民衆の音楽， 感情移入， 創造力 ・ 表現力
1 問題の所在 と 方法
「歌 う こ と 」 は， 人間の喜 ・ 怒 ・ 哀 ・ 楽の感情
の表現であ り ， 人類の 自 然な営みで も あ る 。
高校の音楽教員 と して 自 分の行っ た授業を振
り 返 り ， ま た， 小， 中学校の音楽の授業を見学 し
て感 じ る こ と は， 生徒全員が心を開放 し楽 しんで
授業に取 り 組め ていない と い う こ と だ。 こ の よ う
な現状か ら音楽の授業に対 して 「心の壁」 をつ く
っ てい る 生徒 も い る のではないか。 実際に生徒の
授業内での発言やア ンケー ト な どの結果か ら 「授
業で学習する音楽」 と 「個人的に家で楽 しむ音楽j
と は， 区別 し てい る と い う 声 も 多かっ た。
上記の よ う な 問題点を抱 え な が ら 授業 を行 っ
ていたのだが， 以前勤務校の高校の授業で、ワール
ド ミ ュ ー ジ ッ ク と してア ンデス地方の 「フオノレク
ロ ー レ」 を歌い， そ の土地の音楽を鑑賞 さ せた際，
いつ も 授業に積極的 と は言えない生徒が， 大変興
味を示 した。 西洋ク ラ シ ッ ク 音楽 と は違っ た， 強
い個性的な表現を もっ民族の魂の歌が， 生徒の心
を動か したのだ と 思 う 。 こ の経験か ら 上記の よ う
な授業の在 り 方を打開する ために， 型苦 し く も な
く ， 新鮮な感覚で親 しみゃすい 「 ワ ーノレ ド ミ ュー
ジ ッ ク J を用い， 生徒が意欲的に表現でき る 授業
づ く り を考えていき たい。
「 ワ ーノレ ド ミ ュージ ッ ク J と は広い意味での世
界の民謡 ( 日 本も含む) ) や民族音楽の こ と で， 世
界の童謡， 世界の遊び歌も含まれる。
最初に授業にお け る 問題点をま と めていき たい。
(1) 扱 う 題材が 限 られてい る のではないか
西洋 ク ラ シ ッ ク と ポ ッ プス と い う 対極に分か
れて深化 さ れた 曲 を提示 してお り ， 芸術歌曲の よ
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う なク ラ シ ッ ク の曲の中には生徒が親 しみを も て
なかっ た り ， ま た， 生徒が興味を示すポ ッ プス は，
大衆的で， 質的に音楽の授業にな じま ない よ う な
曲 も多かっ たので、はなし 1かと 思われる。 も っ と 幅
広い音楽で生徒に吸収 しやすいジャ ンノレを考えな
ければな ら な いのではないか。
(2) 技術指導が中心にな り ， 本来感ずるべき 「音楽
の楽 し さ 」 が見失われて い る のではなし 1か
表現の活動の授業において順序 と して は じ め
に， I音程 ・ リ ズム を正 し く 覚える こ と J ， 次に f強
弱 ・ 表情 をつけ る こ と 」 と い う よ う な流れで行っ
てい る が， 最初の段階で どち らか と い う と 発声 ・
音程 ・ 強弱な どの技術指導が中心にな り ， そ こ に
込め られた 「感情」 や 「思い」 な どを意識する こ
と な し に歌い， どの曲 を聞いて も 平面的な歌にな
っ てい る と い う 問題があ る 。
(3) 美 し さ に こ だわ り すぎてはいなし 、か
歌は， 感情表現なので さ ま ざま な表現がででき
て も 良い と 思 う が， 全体から はみ出 さ ないむ ら の
ない美 しい声だけが尊重 さ れすぎてはいなし 晴海。
美 しい音色を作 り 出すには， 発声や奏法に関 して
かな り の修練が必要であ り ， 週 2 時間程度の授業
でそれのみを追求をする と ， 苦手意識を高め， そ
の結果音楽嫌いになっ て しま う 生徒 も でて く る の
ではなし 1 か と 思われる 。
2 先行研究の検討
( 1 ) 学習指導要領の 中 にみるワールドミュージック
新学習指導要領において音楽科教科における諸
民族の音楽については， 次のよう に記されている。
関連する事項を表1 にまとめた。
表 1 . 学習指導要領 ( 2 0 0 9 ) にみる ワール ド ミ ュー ジ ッ ク (諸民族の音楽)
学年 表記項 目 諸 民族の音楽についての表記
音楽 I 内容の取り扱い 0アジア地域の諸民族の音楽を含めて扱うようにする
音楽 E 表現 0 曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し， 表
現を工夫して歌うこと
鑑賞 0声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解して鑑賞
すること
0我が国や郷土の伝統音楽とそれぞれの特徴について理解を深めて
鑑賞すること。
音楽亜 鑑賞 0現代の我が国及び諸外国の音楽の特徴を理解して鑑賞すること
0音楽と他の芸術や文化とのかかわり を理解して鑑賞すること
0生活及び社会における音楽や音楽にかかわる人々 の役割を理解し
て鑑賞すること
学習指導要領をふまえて， 生徒に指導する際に，
さまざまな発声や， 楽器の音色の特徴をとらえてそ
の個性的な表現を理解させ， 味わわせることが大切
だと思う。 また， 指導要領において， 全学年の 目 標
の 中 に 「生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる」
と 明記されている。 生徒にとって難しいと感じられる
西洋クラシック音楽だ、けではなく ， 気軽に 口 ず3 め
て覚えやすい 「ワーノレドミュージック」 を耕オとして扱
うことは， 大切なことだと考える。
(2) 伊藤 (1998) は， ワ ーノレ ド ミ ュ ー ジ ッ ク の 意
義を授業で題材 と して取 り 上げる理由 を， 次の よ
う に述べている。
①多様性があ る
色々 な地域の色々 な表現方法及。濫賞の活動に
おいて子 ど も たちの個性に も と づいて意欲的な活
動が期待でき る。
②完成 さ れ尽 く さ れず， 型にはま っ ていない
即興的要素が強い音楽が多いために， 表現及び
鑑賞の活動において創造的な活動が期待でき ， 教
師に と っ て も 「 こ う あ ら ねばな ら なし リ と い う 受
動 で教え込み型の授業に な り に く い。
③本質的に身近である。
ク ラ シ ッ ク 音楽にみ ら れ る よ う に作曲者独 自
の世界から生まれた音楽よ り も， その地域の 自 然
や風土， 生活に根ざ した音楽が多 く ， 日 本の民謡
等 と 共通点がある。 さ ら に， 音楽的な要素が素朴
なので親 しみゃす く ， 比較的表現 しやすい音楽が
多いた め音楽が苦手な子 ど も も 参加 しやすい。
具体的な耕オ と しては， ラ リ ル リ 等の言葉のみで
歌われ る ため言葉の壁が な く ， 思わず 口 ず さ み，
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踊 り た く な る スイ ス の 「牧童の ヨ ーデノレJ ， 音楽に
引 き 込まれ子 ど も も 参加 しやすいイ ン ドネシアの
fケチャ j を取 り 上げて い る 。
(3) 三 木 は ( 1995 ) は， I音 楽 に国境はある」 と
言い切ったア メ リ カ の民族音楽学者ウ ィ リ アム ・
マルムの言葉を引用 して， 19 世紀までの西洋ク ラ
シ ッ ク ， 20 世紀のア メ リ カ産ポ ッ プス に世界中が
征服 さ れている状況を危J換 し 国内に民族音楽の
楽 し さ を広める こ と の重要性について 「世界の各
民族は， 当然の こ と なが らそれぞれの世界様式を
持っ ているo その音階 ・ 楽器 ・ 歌唱 ・ ア ンサンプ
ノレの方式 ・ 衣装 ・ 上演の場な ど， ま こ と に多種多
様で， 西洋音楽 し;州言仰 しない人々 が， 少 し視野
を拡げる だけで人生の楽 しみは何倍も増える はず
だ」 と 述べてい る。
(4) 山本 (2005) は， 40 年近く にわたってラテンアメリ
カを歩き， その著書のなかで各地の民族楽器の中で
消えていきそうな楽器の少なくなし 、ことを指摘してい
る。 「ベルー， クスコ地方のマノレカパタ村で、は， 祭り
の際， 本来， 音楽は横笛と小さな太鼓によって演奏
されてきたが， 最近で、はトランペットやチューバなど
の金管楽器がl隔をきかせるよう になっている。
これは伝統的な楽器は音が小さく ， かぼそいのに対
して， 金管楽器は大きな音が出るからである。 伝統
的な楽器の音色はほとんど金管の大きな音にカせ消
されている。 そのせいで， これからも伝統的な楽器
は金管楽器にとってかわられていくかもしれない。 ま
た， 中米では伝統的な楽器はほとんど見られず， ヨ
ーロッパ由来の楽器ばかりが 目 立つ。 ヨーロッノf人
の到来とキリスト教の布教の影響が大きかったのだ、
ろう。 J と述べている。 授業の 中でこのような伝統的
で人々 の生活と深く結びついている民族楽器を紹
介していきたい。 なぜなら， 民族音楽は民族楽器と
深い関係をもつからである。
3 実践 と 結果
( 1 ) 生徒の意識調査
実際に授業づ く り を考え る上で， 生徒の実態を
把握する ために， 山形県内A 中朝交 2 年生に 「ワ
ール ド ミ ュ ージ ッ ク 」 についてア ンケー ト を行っ
た。 質問内容 と 結果は， 以下の よ う であ る 。
質問 1 . 世界の民謡 ( 日 本 も含む) では， ど こ の
国の音楽に 関心が あ り ますか
結果は グ ラ フ 1 ， 数字は， 人数を表す。 その
他は， イ ギ リ ス 韓国 ドイ ツ ロ シア ブラ ジ
ルで、あっ た。
そ のf也
フ ラ ン ス
イ タ リ ア
ア メ リ カ
日 本
。 20 40 
グラ フ 1 . 関 IL; の あ る 国
質問 2 . その国の音楽が好き な理 由 は
( 自 由 記述)
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- 日 本 「ゆっ た り して落ち着 く からJ í他国の音楽
は知 ら なし 、か ら J í歌詞の意味が理解でき る か
ら j
・ アメ リ カ 「かっ こ し \l，t \からJ í リ ズムがかっ こ い
し リ 「 自 由 な感 じが 良し ゅミ ら 」
・ フ ラ ンス 「お し ゃれだか ら J
・ ロ シア 「独特だか ら J
以上の意識調査 よ り ， 日 本 と ア メ リ カ の音楽に
関心が高い と い う こ と がわかっ たO
次に専門実習 E の 山形県内 B 高等学校におい
て， 知 っ てい る 「世界の歌 ・ 日 本の歌j と ， 好き
な 「世界の歌 ・ 日 本の歌J を調査 し た と こ ろ， 教
それ以外の曲は知 ら ない と 答えた生徒が多かっ たO
科書で履修 した曲は， だいたいは知 っ て い る が，
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そj叫よ外の曲は知 ら なし 、 と答 えた生徒が多かっ たO
ま た， 好 き な 曲 については， 覚えやす く 明 る いア
メ リ カ 民謡 「 こ げよ マイ ケノレ」 や， フ ラ ンス のシ
ャ ン ソ ン 「おおシャ ンゼ リ ゼ」 を挙げた生徒が多
かっ た。
こ れ ら の生徒の意識調査から は， 日 本やアメ リ
カ の身近な曲， あ る いは履修 した曲 には親 しみを
も っ てい る こ と がわかる。 ワ ーノレ ド ミ ュ ージ ッ ク
の授業づ く り では， 表現力 ・ 創造力 を高 め る こ と
のでき る題材を さ が し， 導入では， 多 く の生徒が
すで、に知 っ てお り ， 好き な曲であ る と 答 えてい る
「おおシャ ンゼ リ ゼj な どの リ ズ ミ カ ノレで、明 る い
曲 を用いていき たい。 ま た， 民族的な音楽には，
舞曲 と も 関わ り がある特徴的な リ ズム学習 を深め
て い き たい。
弼政 ( 1995) は， í リ ズム と は本来， 非常に本
能的な も の， 体感的なも のではなし 哨ミ」 と 述べて
いる。 受動的な体験が多い現代の子 ど も達に全身
で体感 しなが ら表現する リ ズム学習は， 生徒に主
体的な活動 を促 し， 感性を育む上で非常に重要で
ある。 」 と 述べている。 授業では， リ ズムで呼応 し
て生徒同士の コ ミ ュ ニケーシ ョ ン も深め られる リ
ズム遊びゃ， リ ズム リ レーも と り 入れていき たい。
大部分の生徒達に と っ て は音楽の授業 を き っ
かけに しては じめてワール ド ミ ュージッ ク にふれ
る こ と になる ので， 生涯親 しんで、い く 大切な歌 と
し て ワ ール ド ミ ュ ージ ッ ク を提示 していき たい。
(2) 生徒に学ばせたい ワ ーノレ ド ミ ュ ー ジ ッ ク
表2の表は， 筆者が考える高校1 ， 2年生におけ
るワーノレドミュージックのカリキュラムで、あるO
カ リ キ ュ ラ ムの作成にあたっては， ①~④の事
項を考慮して作成した。
① 世界的に知名度の高い も の
② その民族の歴史の変遷や， 生活の 中に根付
き 「民衆の心J を感じさせるもの
③ 国の 自 然を表し， 生徒がイメージしやすいも
の
④ 民族楽器で演奏され， 生徒にその楽器が紹
介しやすいもの
また， 日 本の音楽については， 特に鞘教的な沖
縄民謡の音楽について学習 さ せたい と 考え た。
表 2 . 生徒に学ばせたいワール ド ミ ュージク
国名 (曲種) 歌唱教材
ア ンデス地方 花まつ り
フォノレク ロ ー レ
イ タ リ ア オー ソ レ ミ オ
カンツォ ーネ
高 フ ラ ンス 愛の讃歌
校 シャ ンYン
一 ア メ リ カ カ ン ト リ ー ロ ー ド
年 カン ト リ ー 金髪のジェニー
生 黒人霊歌
中 国 草原情歌
日 太 (沖縄民謡) 島唄
イ ン グ ラ ン ド ダニー ボーイ
高 アニーロ ー リ ー
校 ラ テ ンア メ リ カ シ ェ リ ト リ ン ド
一
年 ロ シア ト ロ イ カ
生 カ リ ンカ
イ ン ドネ シア ケチャ
高校 1 年では， 学習指導要領に掲げてあ る よ う
なアジアの国の中国民謡， ま た， 日 本においては，
特徴があ り ， 生徒も 比較的耳に している 沖縄時蓄
を と り あげた。 学校に よ っ ては， 1 年で芸術履修
が終了 している 高等学校も あ る ので 「 ワ ーノレ ド ミ
ユ }ジ ッ ク 」 の学習においては， あ る 国や地方に
偏 ら ない よ う な題材を用い， 学習計画を練る必要
が あ る と 思 う 。
(3) 実際の授業
① 「シャ ン ソ ンj と 「フ オル ク ロ ー レJ ) の授業
以下の授業は， 教職実習 E において市内 B 高等
学校において行っ た ワ ーノレ ド ミ ュ ー ジ ッ ク の授業
実践である。 ワ ーノレ ド ミ ュ ージ ッ ク から特に フ ラ
ンス の 「シャ ン ソ ンJ ， 中南米の 「ブ オノレク ロ ー レ」
を題材 と して と り あげた。 ど ち ら の授業も ， 感情
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鑑賞曲 (参考演奏)
滅びゆ く イ ンディ オの歌
コ ン ドノレは飛んで、行 く
(ケ}ナに よ る演奏)
忘れな草
情熱 さ ら ばナポ リ (三大テ ノ ール歌手)
群衆
パ ラ 色の人生 (エデ、 ッ ト ピア フ )
草競馬 (バ ンジ ョ ーの演奏)
フ ォ ス タ ー歌曲
ディ ープ リ バー (ジェ シー ノ ーマン)
牧羊女 (胡弓 に よ る 演奏)
島唄 て い ん さ ぐぬ花 (三線の演奏)
グ リ ー ン ス リ ーブス幻想曲
アマポー ラ
ブラ ジル (マ リ ア ッ チ)
カ チュ ーシ ャ (バ ラ ラ イ カ に よ る演奏)
ケチャ
ガム ラ ン音楽
をイ メ ージ しな が ら 歌い， それを表現する と い う
こ と に力 を入れた。 2 時間の授業の指導計画を， 次
の よ う に考えた。
- 指導計画について
( 1 時間 目 )
シャ ン ソ ンについての代表曲 を歌い， その特性を
感 じ取る。
( 2 時間 目 )
フ ォルク ロ ー レについて代表曲 を歌い， 歴史的 ・
文化的背景を知 る 。
1 ) シャ ン ソ ンの授業について
生徒の学習活動は， 次の よ う な流れで、行っ た。
「愛の讃歌j を， a ) 音程や り ズム等の石信忍を し
なが ら 歌 う 。 b ) シャ ン ソ ンの歴史的変遷を知
る。 c ) シャ ン ソ ンの曲の特徴 (ク ゥ プレ と ルフ
ラ ン) を知 る。 d ) シャ ン ソ ン歌手エデ、ッ ト ・
ピア フ の人生を知 り ， 歌声を鑑賞する。 e ) 感想
を述べ合 う 。
2 ) フ オノレク ロ ー レの授業について
「フ オノレク ロ ー レj の代表曲 を， カーニバルの
雰囲気を味わいなが ら リ ズミ カノレに歌 う 事ができ
る事を本時の 目 標 と した。 学習の流れは， 表 3 の
と お り で あ る 。
表 3 . 学習の流れ
過程 学習活動 指導上の留意点
1 0  -既習曲シャンソンの 語りの部分 (ク ゥプラン)
代表曲 「愛の讃歌J を に表情をもたせるため3
歌 う 。 2人組みになって朗読し
た後に歌わせる。
1 5 輸になって リ ズム リ - リ ズムカー ドを使用 し
レーをする。 て， r花まつ り 」 の 3種類
-基本リ ズムを確認す の基本リ ズムを手拍子で
る。 確認する。
- リ ズム リ レーをす - 拍に合わせて リ ズム リ
る。 レーをする。
( リ ズム リ ーダーと全員
2 0  との掛け合いをする。 )
f花まつり j を リ ズム
打ちする。
-パー ト毎に リ ズム打 . A， B ， Cの 3つのグ
ちする。 ループに分かれる。 値席
' 3パー ト合わせた リ 順)
ズム合奏にする。
「花まつり 」 の歌を歌 - 分かりやすく 「フオノレ
つ ク ローレ」 の説明をして
- ラで歌う 。 から歌の指導を行 う 。
- 寄矯可をつけて歌う 。
立って歌の掛け合い カーニパルの雰囲気を感
を意識しながら， r花 じるために輸になって田
まつり 」 を歌う 。 り ながら歌う 。
1 0 「花まつり 」 の演奏を 民族楽器アルパ ・ ケーナ
聞き ， 感想を述べ合 の演奏で 「花まつり J を
フ 。 聞き， 友人の意見を聞く 。
(評価) 南米の民族的な雰囲気を感 じなが ら リ ズ
ミ カルに歌 う こ と ができ たかを， 歌 う 様子や感想
の発表 か ら 評価する 。
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以上の 2 時間の授業では， I ワ ーノレ ド ミ ュージ
ッ ク J の中でも， 特に 「演 じ 歌 う J と し 1 う 部分
が含まれる シャ ン ソ ン と 民族的 リ ズムが感 じ られ，
音楽的要素が素朴で親 しみゃすいブ オノレク ロ ー レ
の授業 を行っ た。
シャ ン ソ ンの授業では， ピア フ の， I魂の歌」
と 呼ばれる独特の歌声を鑑賞 さ せ， 感想を書かせ
た。 ピア フ の ク ラ シ ッ ク の発声にみ られない歌声
に新鮮な感動を覚えた生徒 も 多かっ た。 ワ ール ド
ミ ユ} ジ ッ ク には， スイ ス の ヨ ーデ、ルや， モンゴ
ノレのホー ミ ーな ど， その土地に よ っ てま っ た く 異
なっ た独特の発声があ る ので， それ ら を題材に し
てみる と 新 しい魅力 を生徒は発見する こ と ができ
る と 思 う 。 ま た， I愛の讃歌」 を と り あ げた際， 語
り (ク ゥ プ レ) の部分を 2 人組で歌い， 音程 ・ リ
ズム よ り も 歌詞を伝える と い う こ と に焦点を絞っ
て歌わせる こ と に よ り 表現力 も高ま っ たので、はな
いか と 思 う 。 さ ら に， シャ ン ソ ンの歴史について
も 学び， 文化的背景を知 る こ と に よ っ て幅広い音
楽の学習ができ た。 「愛の讃歌」 や 「枯葉」 な どの
情熱的で悲哀の感 じ られる 曲 は， 知 ら ない生徒が
多い。 し か し， 高等学校 と い う 段階においては，
こ の よ う な 曲にふれる こ と で音楽の世界が広が る
のではなし 1か と 思 う 。 教科書には， I ワーノレ ド ミ ュ
ージ ッ ク 」 に 関する 曲は多く はないので， 教師が
色々 な表現の曲 を選んで授業の中でふれ さ せてい
く のが 良い と 考える。
ブ オ ノレク ロ ー レの代表曲 「花まつ り 」 は， アル
ゼ ンチンのア ンデス地方にみ られる 民謡であ り ，
原題は， Iエル ・ ウ マ ウ ァ ケーニ ヨ 」 で， ウ マ ウ ァ
カ の人たちの意であ る。 こ の地方のカ ーニパノレの
イ メ ージを も たせる ために， 全員が輸になっ て座
り 授業 を行 っ た。 (写真 1 ) 
写真 1 . 山形県内の 日 高校に よ る実践
は じめに， 特徴 と なっ てい る 民族的 リ ズム (カ
ノレナパ リ ー ト ) を取 り 入れて リ ズム リ レーを行っ
た。 それか ら， 基調 と な る 3 種類の リ ズム を組み
合わせた リ ズム合奏のための楽譜を作成 し， 手拍
子を しなが ら歌を歌っ たO 最後に祭 り をイ メ }ジ
しなが ら肩を組んで回 り なが ら 歌っ たO ピア ノ を
使わずに リ コー ダー， ギターで音取 り を したので，
気楽に楽 しむこ と ができ た。 し か し， 曲 の流れを
体得する ために， 歌詞をつけずに ラ だけで歌 う 方
が良かっ たか と 思 う 。
3) 授業の感想
授業後の感想、は表 4 の と お り であ る。
表 4 . 授業の感想
シ ャ ン ソ ンの感想
- も っ と 色 々 な人 の シ ャ ン ソ ン を 聞 い て みた か
っ たO
- も う 少 し音 と り に時間をかけても らいたかった0
・ シャ ン ソ ンを 聞 く 機会がなかっ た ので， 初 め
て 聞 いて び っ く り し ま し た。 家に帰っ て シャ ン
ソ ンを聞いた り して と て も興味が も て ま し た。
フ オノレク ロ ー レの感思
・ 目 に見え る 伝統だけ でな く ， 歌 う と し ヴ 伝統
を受け入れ る のも 大切 だ と わか り ま した。
- みん な で輸 にな っ て回 り な が ら 歌 っ た り 、 リ
ズムを打っ た り する のが 楽しかった。
②グループ。発表を取 り 入れた ワ ーノレ ド ミ ュージ ッ
ク の授業
今ま で教師主導 で ワ ーノレ ド ミ ュ ー ジ ッ ク の学
習 を進めてき たが， 生徒の学習意欲を さ ら に高め
る ために， 山形県内 C 高校 1 年生の授業ではグル
ープ学習 を取 り 入れた。 調べてみたい ワ ーノレ ド ミ
ュージ ッ ク の閏をグループ毎に選び， 調べ学習 を
し， そ の発表会を授業 に と り 入れた。
生徒の感想に よ る と 歌唱法， 音階， 関連する 民
族音楽な どについて仲間 と 調べてい く こ と に よ り ，
その他の国の音楽について も知 り たい と い う 気持
ち が湧いて き た よ う であ る。
ま た， グループ発表 に よ り ， 複数の国の音楽の
特徴について生徒 自 身の発表に よ っ て短時間で、学
ぶ こ と ができ た。 生徒は， クやルーフ。で、調べま と め
る 活動 を楽 しんで、怠っ ていたO
主な感想は， 表 5 の と お り であ る 。
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表 6 . 授業の感想
グノレーフ。発表についての感想
イタリアについて詳しく知ることができた。 サンタ ・
/レチアについて， こんな秘話があるとは思わなかっ
T亡。
・ 「オーソレミオj と 「サンタルチア」 とでは同じイタリア
で、も作られた場所が違っていた。 作曲者の曲への想
いが作曲者の人生を知 る こ と に よ っ てわかっ て く
る と 思ったo
・フラメンコ ギターは， 私たちが使っているギターより
も明るい音を出し， 激しく掻き鳴らしたり， 銅を叩いて
演奏するという技巧があるという事-がわかった。
- 沖縄の気候や歴史， 独特な音階などがわかりまし
た。 気候が温かし 1ことや， 第二次世界大戦中唯一戦
場になったことや， W島唄』やW�戻そうそう』など独特な
音階があることがわかりました。
・ どの発表も， クイズや音楽を流したりするなどの工
夫がなされていて， とっても おもしろかったO
その時のグループで作成した資料が写真2である。
さらに， グツレーフ。で、歌ってみたい民謡を選び， ア ・ カ
ベラで練習し， 発表会を行った。
写真 2 . グルー プ発表の際のポス タ ー
③表現力 を高め る ワ ーノレ ド ミ ュ ー ジ ッ ク の授業
それぞれの民謡には， 独特の表現方法がある。 例
として 中 国の『草原情歌』を教材として用い， この 曲
の個性的な表現について考え， 演奏する際に， 民族
的な表現ができるような授業を考えてみた。
次のような順序で授業を行った。
a) 個性的な雰囲気は， 中国の五音音階にも一因す
るとし 1うことに気づく。
b) 中国の玉音音階を知り， ラで、歌ってみるO
c) ヒoアノで旋律の音とりをし， 歌を録音にとるo
d) 中国人の歌や胡 弓での演奏を聞き， 自 分たちの
演奏と比べてみる。
e) 中国の楽器胡 弓 は擦弦楽器であることに気付か
せ， 音の 出 し方や奏法について学び， 音13を体感
する。 さらに発展学習 として 中国民謡『牧羊女』を鑑
賞する。
f) もう一度表現を考えながら歌うo
g) 自 分たちの演奏を聞く。
玉音音階とは， I四七抜き音階J とも表記し， ヨナ抜
き長音階を西洋音楽の長音階に 当 てはめたとき に
主音 (ド) から四 つ 目 のファと， 七つ 目 のシがない音
階のことである。 中国民謡， 雅楽の 呂旋法， スコットラ
ンド民謡にも見られる。
この実践においてわかったことは， 日 頃ピアノで音
とりをしているので， 中国民謡や 日 本の民謡の追分
においては， こぶし風な表現や一息で歌う筒所など
が滑らかに歌えないとし 1うことである。 その状態を克
服するため に中国民謡の伴奏でよく使用されるの胡
弓の音色を聴かせ， 中国民謡の雰囲気を味わわせ
ることによって， 中国民謡の独特な表現をつけていく
ことをしてし て事にした。
また， 生徒は， 西洋の七音音階に慣れている。 中
国の五音音階の響き に最初違和感を感じたが， 玉
音音階を説明し何回も階名やラで、歌って感覚を掴ま
せた。 生徒たちは， 自 分たちの歌を録音して聞いて
みることによって， 違いを感じ取り ， 次第に民謡風の
滑らかな表現で歌うことができた。
④ 世界地図を用いた体系的な授業
山 形 県 内 A 中 学 校 の 授 業 で ， 特 徴 の あ る ワ
ー ル ド ミ ュ ー ジ ッ ク を聴 き ， 地 図 上 ( 図 1 ) で発
祥 国 は どこかを考 え さ せた。 導 入 に お い て， �ワ
ー ノレドミ ュ ー ジ ッ ク 』 は ， そ の 国 の人 々 に長 く 歌
い つ が れ てき た 民 謡 ・ 民族 音 楽 ・ 遊び歌である
こ と に 触 れ， カ ンツォーネ， フ オノレク ロ ー レ ， ジャ
ズ， ケノレ ト音 楽 を聴 き ， 発 祥 地 を考 えた。
ワールド塁ュージックとは
そ闘車由毘函や宜毘 遊び歌 I 畏接音楽 民 、 l
ノ
-'-" " -1 
図 1 . ク イ ズに用 いた世界地図
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ジャズ、については正解 した生徒が多かっ たが， 実
際に実践 してみる と 思っ た よ り 生徒は， ワ ーノレ ド
ミ ュー ジ ッ ク を知 らず， ク イ ズに 出 した問題が，
今の段階では難 しすぎた と い う こ と がわかっ たO
問題で、出 したワール ド ミ ュージ ッ ク を音源だけで
判断させる のではな く ， ヒ ン ト と して演奏風景を
写真で見せる な ど生徒の考える 際の手助け と な る
も のを補助的に準備 した方が良い と い う こ と を感
じた。
⑤民族楽器 を作っ て奏で、 る 授業
世界には， 発想、のおも し ろい楽器， その土地の
自 然や， 人々 の生活 と密接に関わ り のあ る 楽器が
あ る。 山形県内の C 高校では， それ ら の楽器につ
いて調べて実際に楽器を作成する授業を行っ た。
(写真 3 ) 作成 したのは， レイ ンステ ィ ッ ク (チ リ
の民族楽器) であ る。 作 り 方は図 2 であ る 。
レイ ンステ ィ ッ ク は， 文字どお り 雨の音のする
楽器。 チ リ 北部の広範圏な地域に生息する キス コ
サボテ ン， コ パ ドサボテ ンの木部組織を利用 し作
られている。 空洞になっ た木部に枯れ落ちたサボ、
テ ンの赫を打ち込み砂漠の小石を入れる。 傾け る
と 小石が赫に当 た り なが ら ゆっ く り 落ち， こ の時
の音が雨音に聞 こ える。 古代よ り 多 く の人々 に よ
り 儀式や演奏に使われていた。 現在でも カ ト カ マ
砂漠では雨乞いの儀式に使われてい る。
写真 3 . レ イ ン ス テ ィ ッ ク 作成の様子
木の筒
木釘を打ち
込む
図 2 . レ イ ンステ ィ ッ ク の作 り 方
4 考察
芸術歌曲のようなステージで発表するような音楽
ではなく ， 人々 のカーニバルの 中の舞踊や生活の
中で 自 然発生的に生まれた 日 常的に根づいている
気楽なメロディ やリズムについて授業を実施した。
授業形態を変えたり， さまざまな活気あふれるリズム
リ レーをとおして生徒がより楽しんで音楽の授業に取
り組めたι思う。 また， rワールド、ミュージックj を学ぶ
ことによりその国の歴史を知り， 音楽だけではなく文
化として学習することができた。 実践をとおして様々
な表現をもっ 「ワールド、ミュージック」 を， 新鮮な感覚
で学習することができたということを生徒の授業後の
感想文から知ることができた。 この中には， 高校生の
現時点では， 理解するの は難しくても ， 大人になっ
てから理解できる音楽もあると思う。
また， ワールドミュージックには， 表現方法にもさま
ざまなものがあり， 今まで、学習してきた頭声発声を中
心としたムラのない音楽だけではなく， 感情や作曲
家の想いや感情が先行する音楽もあり， 授業をとお
してその個性的な表現も尊重する姿勢を養っていっ
た。 この 中の個性的な表現の 中 に楽しさを発見でき，
グローバノレな感覚を身につけることができた。
さらに， 民族楽器には， 自 然の植物， 石， 骨， 木な
どを素材としているものが多く ， 自 然を歌ったものが
多い。 この機会に大きな音のでる楽器だけではなく，
小石 ・ 木など 自 然のものを素材とした繊細な音色が
する民族楽器や， カエルの鳴き声や雨の音をまねた
珍しい楽器にもふれ， 実際に作って演奏するという
機会をもち， より幅の広い音楽の世界を経験できたと
思う。
5 到達点 と 課題
生徒が よ り 音楽の授業に興味が も て る よ う に
な る た め に ワ ール ド ミ ュ ージ ッ ク のカ リ キュ ラ ム
をつ く り ， こ の中から実際に耕オを選び実習協力
校 と 勤務校で授業実践 し た。
ま た， 勤務校では， グループ学習 を 中心に授業
を行い， よ り 自 由 な気持ちで， 友人同士意見を交
わ しな が ら 授業に取 り 組めた と 思 う 。
さ ら に， r ワ ール ド ミ ュ ージ ッ ク j は， 扱いを
工夫する こ と に よ っ て， 生徒が楽 しめ， 高校生の
こ の時期に育て る こ と が大切な表現力や創造力 を
高 め る こ と ができ る 可能性があ る と い う こ と がわ
かっ た。
こ の研究 を と お して筆者 自 身が， 幅広 く 楽 し く
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音楽 と 接する こ と ができ ， 生徒 と も深 く コ ミ ュ ニ
ケーシ ョ ンが と れる よ う にな っ た。
(1) 表現力 の育成について
歌唱の際， 今ま では， 個人個人で音程 ・ リ ズム
を覚える こ と が中心に進んでいた授業が， 2 人組
や輸にな っ て歌 う こ と に よ っ て， 他者に伝える と
い う 意識が芽生 えた と ，思 う 。 ま た， 既習 した西洋
ク ラ シ ッ ク 音楽や合唱曲 の音楽表現にはない， 曲
種に応 じた発声等， よ い 断敷的な表現を新鮮な感
覚で、受け止めた生徒が多かっ た。 これら の授業で
は， 特に感情を伝え る と い う こ と を意識 して学習
させた。 中国民謡の学習の際は， 自 分たちの演奏
を よ り 本場の表現に近づけ る ために録音を と り ，
グルーフ。で、話 し合いなが ら表現を高めてい く こ と
ができ た。
しかし， 他者を意識 して表現する こ と が苦手な
生徒 もいて， さ ら に表現について深めてい く と い
う こ と ができ なかっ た こ と が課題 と して挙げられ
る。
(2) 創造力 の育成について
ワーノレ ド ミ ュ ージ ッ ク の授業では， 個性的な 自
由 な表現ができ る も のが多いので， 自 分の感情に
そっ て 自 然に， 創造的に表現をする こ と ができた。
(3) 今後 の課題について
ワ ール ド ミ ュ ージ ッ ク の授業の幅を広げる た
めに， 以下の項 目 について研究を深めていき たい。
- ラ テ ンの リ ズム
・ カ ーニパノレ と ワ ール ド ミ ュージ ッ ク
. 自 然 と ワ ーノレ ド ミ ュ ージ ッ ク
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